
3939

論 文

日本人の国際交流活動への参加の契機と活動持続の要因
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要旨：本研究は，国際交流活動の新しい枠組み構築を目指し，①国際交流活動を始めるきっかけ，
②国際交流活動を継続させる要因，③地域の国際交流イベントとの関係を明らかにすることを目的と
し，国際交流活動を長年続けている地域住民２名に対して半構造化されたインタビューを行った。得
られたデータは質的分析法SCAT（Steps for Coding and Theorization）の手法を用いて分析した。
その結果，①異文化を持つ人との出会いが国際交流活動参加のきっかけとなり得，また，のちの行動
に繋がる信念ともなり得ること，②国際交流活動の中で感じる喜びや満足感が国際交流活動継続の力
となることが明らかになった。国際交流においては，子供，または家族や近しい人とともに参加でき
るように参加形態を工夫することが必要であるとの示唆も得た。
Abstract：In this study, we conducted semi-structured interviews with two Japanese citizens who 
have been conducting international exchange activities for many years, intending to establish a new 
framework for international exchange activities. This study also aimed to clarify the following points: 
(1) opportunities to participate in international exchange activities, (2) factors that cause international 
exchange activities to continue, and (3) relationship between international exchange activities and 
regional international exchange events. The obtained data were analyzed using the qualitative 
analysis method, SCAT (Steps for Coding and Theorization). Results showed that (1) encounters 
with people with different cultural backgrounds can be an opportunity to participate in international 
exchange activities, forming beliefs that lead to future action. (2) The joy and satisfaction felt during 



１．研究の背景

　近年，多文化共生社会の実現に向け，様々な取り組
みがなされている。総務省は2020年９月にこれまでの
多文化共生推進プランを改訂し，「地域における多文
化推進プラン（改定）」１）を発表した。これは，2018
年12月に閣議決定された「外国人人材の受け入れ・共
生のための総合的対応策（以下，総合的対応策）」２）

を受けたものである。
　この総合的対応策は，外国人材を適正に受け入れ，
共生社会の実現を図ることにより，日本人と外国人が
安心して安全に暮らせる社会の実現に寄与することを
目的としており，①外国人との共生社会に向けた意
見聴取・啓蒙活動等，②生活者としての外国人に対す
る生活支援，③外国人材の適正・円滑な受け入れの促
進に向けた取り組み，④新たな在留管理体制の構築の
４つのパートに分けられている。外国人が日本人と同
様の公共サービスが受けられる環境を整えるものであ
り，社会情勢の変化に応じて柔軟に変更される。「地
域における多文化推進プラン（改定）」は，この総合
的対応策を受け，外国人が安心して日本で生活できる
ように，また，外国人を受け入れることで日本が多文
化共生社会となり，地域社会がより発展することを目
指している。
　一方，多文化共生には，「言葉の壁」，「心の壁」，

「法の壁」３）が存在することが知られている。この３
つの壁は，日本への居住を望む「外国人側」から述べ
られたものであるが，受け入れる日本人側から見ても
同様の「壁」が存在する。「地域における多文化推進
プラン（改定）」や総合的対応策を検討すると，どち
らも「言葉の壁」，「法の壁」については対策が取られ
ているが，「心の壁」についての対応は十分であると
は言えないようである。「心の壁」は，異なる文化を
持つ者に対する差別や偏見によって形成される。政
策や法律が整備されても，外国人の社会参加に対する

「心の壁」があっては，多文化共生社会は実現しない。
　そんな中，地域社会には，異なる文化を持つ者と自
ら積極的に関わりを持ち続け，「心の壁」を感じさせ
ない地域住民も確かに存在する。彼らがそうした関わ
りを持ち始めたきっかけや，関わりを継続する原動力

は何であろうか。本研究では，２名の地域住民の事例
を取り上げ，いかに「心の壁」を乗り越えて，異なる
文化を持つ者と関わるようになり，その関わりを継続
するようになったかを探る。

２．先行研究の概観と本研究の目的

　多文化共生社会の実現のためには，その障害となる
３つの壁，特に「心の壁」を解消する必要がある。そ
のためには，実際に異なる文化を持つ者との交流を可
能にする国際交流活動や異文化理解講座等が有効であ
る。　
　国際交流活動の中には，近年，市町村等で大々的に
開催される国際交流イベントがある。これは，地域に
暮らす，日本人住民と外国人住民の交流の場として
開催されているが，いわゆる３F（Fashion, Festival, 
Food）と言われる，参加しやすいものの，一過性の
お祭り的なイベントも多く，深い交流，あるいは日常
的な生活の中での交流に繋がるかは疑問である４）。そ
のため，異文化理解や継続的な交流に繋がる枠組みが
求められるが，そもそも異文化に対する継続的な関心
を支える要因が何かについては，管見の限り明らかに
なっていない。
　また，異文化理解講座については，文化相対主義に
則った教養としての異文化理解教育，すなわち知識か
らなる「認知的側面」に重点が置かれ，国際交流に対
しての「行動的側面」や，認知的側面と行動的側面を
つなぐ「感情的側面」に対する教育活動が不十分であ
ると指摘されている５）。学校教育での国際理解教育に
おいても同様の問題があり，その問題を解消するため
の教育実践も行われている６）が，普及しているとは
言えない。
　そこで，本研究では，国際交流活動を長年続けてい
る地域住民を調査対象とし，インタビューを行うこと
により，以下の点を明らかにする。そして，その結果
を異文化理解のための国際交流活動の新しい枠組み構
築の一助とすることを目指す。
　①国際交流活動に踏み出すことになったきっかけ
　②国際交流活動の継続を促す要因
　③地域の国際交流イベントとの関わり

international exchange activities can be a force for continuing international exchange activities. 
Notably, activities involving family members could lead to continuing international exchange 
activities, and it was found that this point should be considered in international exchange events.
キーワード：国際交流，SCAT，国際交流の契機，国際交流の継続，国際交流イベント
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３．研究の方法

　長年，継続的に国際交流活動に関わっている地域住
民２名を対象とし，半構造化されたインタビューを個
別に行い，SCAT７）の手法で分析し，検討を行った。

３．１．調査対象

　調査対象としたのは，20年以上国際交流団体のまと
め役として活動を続けている２名の地域住民である。
この２名は，各々の国際交流団体に属しながら，イベ
ントＣという地域の国際交流イベントの実行委員と
しても活動している。この２名の国際交流活動参加
のきっかけ，および活動継続は，生育環境や成人して
からの生活環境によるものではなく，活動参加により
報酬を得るためでもない。あくまで本人の意思による
ものである。この点と，国際交流活動への主体的な関
与，その継続年数を鑑み，この２名を調査対象とし
た。
　表１は，調査対象の状況をまとめたものである。
　調査対象であるＡ，Ｂが実行委員を務めるイベント
Ｃは，両者が居住するＣ市の国際交流イベントであ
る。主催はイベントＣ実行委員会であり，Ｃ市の国際
課が事務局を務めている。30年以上続く国際交流イベ
ントであり，Ｃ市の国際交流団体が多数参加してい
る。イベント当日は毎回7,000～10,000人が会場に集ま
り，市内の国際交流団体が出したブースで活動内容の
発表や展示を見る，ワークショップに参加する，市内
の団体のパフォーマンスや世界の料理の屋台を楽しむ
等の活動が体験できる。

　イベントが開催されるのは１日のみであるが，実行
委員は，イベントＣの企画，運営，参加する市内の国
際交流団体の調整や連絡，イベントの広報などの準備
で，年間を通じてイベントに関係する作業を行わなけ
ればならない。ＡとＢは，当初，所属団体の一員とし
てイベントＣに参加していたが，のちに実行委員と
なっている。

３．２．調査方法

　調査対象となる，Ａ，Ｂには，それぞれ対面で30分
ほどのインタビューを行い，それをボイスレコーダー
に録音し，そのすべてを文字化した。
　インタビューでは「国際交流に関わったきっかけ」，

「自身が携わっている国際交流活動」，「イベントＣと
の関わり」のそれぞれについて質問し，Ａ, Ｂには，
その質問について自由に語ってもらった。そして，必
要に応じて，追加で質問を行った。

３．３．分析方法

　データはSCATの方法に則り，分析を行った。詳細
な手順や決まり事については大谷（2019）を参照され
たいが，ここでは以下の分析結果をどのように導いた
かを理解するのに必要と思われる情報を示す。
　SCATでは，８列のマトリクスを用意する（表２参
照）。一番左の列に番号を書き，次に発話者名，３列
目に，インタビューデータを文字化したテクストを内
容によって切片化したものを書き入れていく。４列目
に①「テクスト中の注目すべき語句」をテクスト中か
ら拾って書き込み，５列目に①を言い換えた言葉を

表１　調査対象の状況
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表 1 調査対象の状況 

 A B 

性別 女性 女性 

年齢 60 代前半 60 代前半 

国際交流活動歴 25 年 21 年 

所属団体 国際交流団体 D 
・複数の言語を同時に自然習得するこ
とを目的とした団体 

国際交流団体 E 
・友好都市 E との市民レベルの交流を推
進することを目的とした団体 

所属団体での活動 ・多言語教育の後援会主催 
・支部内の多言語イベントの主催 
・勉強会 
・ホームステイ受け入れ 
・交換留学生の送り出し，受け入れ 

・友好都市 E へ日本文化紹介ができる物
資を送る 
・友好都市 Eからの市民団体の受け入れ 
・友好都市 Eを市民に紹介する活動 

所属団体での役職 団体 D の支部長 団体 E の副会長 
団体 E の立ち上げメンバーの一人 

イベント C との関係 ・実行委員 
・インタビュー時は実行委員長 

・実行委員 
・インタビュー後実行委員長となる 

個人的な活動 ・地域の国際交流委員 
・留学生支援 

・ALT（ネイティブの外国語指導助手）の
支援 

 
＊表 2 は別 
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②「テクスト中の語句の言いかえ」として書き込む。
６列目には③「②を説明するようなテクスト外の概
念」，７列目にはテクストの前後や文全体の文脈を考
慮した④「テーマ・構成概念」を書き込む。８列目に
はさらに追及すべき点⑤「疑問・課題」を書き込む。
テクストは，①→②→③→④と書いていくにしたがっ
て，脱文脈化される。
　次に，④「テーマ・構成概念」を，書かれた言葉
の関係性を考慮しながら，「ストーリー・ライン」に
まとめる。ストーリー・ラインは，「テーマ・構成概
念」に抽出した言葉すべてを使わなければならない。
ストーリー・ラインには，①～④の分析を進めること
で，脱文脈化されたデータが，再文脈化され，インタ
ビューでは見えなかった「何が起きているか」が綴ら
れる。最後に，ストーリー・ラインを一般化した「理
論記述」を行う。
　本研究では，テクストを筆者全員が個々に分析し，
データセッションを行いながら，分析の客観性を確保
するよう努めた。その結果のうち，以下では，理論記
述と，それを導く前段階にあるストーリー・ラインを
中心に示す。また，得られた２名分の分析結果につい
て，単純には比較できないことを理解した上で異同に
言及し，国際交流活動の枠組み構築に対する示唆を得
る。

３．４．倫理的配慮について

　調査対象であるインタビュイーに対しては，事前に
研究の目的，内容を説明し，了承を得た。また，①イ
ンタビュイーの匿名性を守ること，②インタビューで
は同意した内容だけ話し，インタビュー終了後，撤回
したい内容があった場合はデータを公表しないこと，
③インタビュイーの同意なしには，データを使用しな
いこと，④インタビューのデータは研究以外には使用
しないこと，⑤その他，人権に十分配慮することを口
頭と書面で説明した上で，同意を得た。

４．SCＡTによる分析結果

４．１．Ａの分析

４．１．１．Ａのストーリー・ライン

　Ａのストーリー・ラインを表３にまとめた。なお，
下線がひかれた語句は，SCATの分析によって得られ
た「テーマ・構成概念」である。
　Ａが国際交流活動を始めたのは，国際交流団体Ｄに
所属してからである。それまでは，外国に憧れながら
も，言葉が通じないことで外国人を恐れ，接触を拒否
していた。しかし，自身の子供の交流体験がきっかけ
となり，国際交流団体Ｄに所属，活動を始める。
　Ａは国際交流活動を続ける中で，次第に「相手の母 

表 3 A のストーリー・ライン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A の現在の所属団体に関与は多⾔語運⽤への関⼼から始まっている。A はもともと外国⼈への憧憬を持って
いたが，⾔葉ができなければ通じ合えないという思い込みに起因する外国⼈への畏怖を抱いており，国際交流
に踏み出せないでいた。しかし，交流には⾔語が必須という思い込みを壊す体験を我が⼦がしたことで⼀歩踏
み出すきっかけとして同団体の講演会に出席し，⾔語の⾃然習得への期待を持って，⼊会を決めた。 
 A は同団体の関係でイベント C に参加し，外国⼈市⺠の存在を発⾒した。その経験や同団体の活動から外国
⼈に対する⼼理的な変化や外国語の中での英語の相対化とともに相⼿を尊重する⼿段としての相⼿の⺟語の
使⽤の⼤切さに気づき，外国語が完璧に話せなくてもいいという認識の転換が起きた。相⼿の喜びを感じるこ
とによる⾃⾝の喜びを知るようになり，それが A の活動継続への動機づけとなり，ライフワークへの昇格につ
ながった。 
 A は⽇常的な外国語との接触がある環境を保持する中で，わが⼦のコミュニケーションに対する態度の変化
を感じるとともに，A の中で外国⼈と交流する上での⾔葉の重要性の相対化が起きた。同時に，外国語を話さ
ない家族の存在から相⼿を受け⼊れようとする態度の重要性に気づいている。その態度の中には，他者の警戒
⼼を解くメッセージが含まれており，その態度を⽰すことで，⾔葉を介さないコミュニケーション成⽴による
満⾜感が得られ，国際交流はこうあるべきという思い込みからの脱却につながった。 
 A は，イベント C の実⾏委員会参加の契機が所属団体の責任者としての受動的な実⾏委員就任であるとして
いる。実⾏委員就任によって変化した関わり⽅に対しては，イベント継続のためのまとめ役としての義務感と
重要度の認識を持ちつつも，⼀般参加者と同じ⽬線で関わりたい気持ちを持っている。イベントの中で⾒出し
た新しい⾃⾝の活動意義やイベントブースに参加した⼦供の様⼦から感じた，新しい活動意義を⾒出しつつ
も，国際交流の当事者の⽴場への回帰願望を捨てられないでいる。 

表３　Ａのストーリー・ライン
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語を使うことで相手を喜ばせることができる」ことに
気づき，喜びを感じるようになる。その喜びが活動継
続の動機づけとなり，国際交流活動がＡのライフワー
クになる。
　Ａの国際交流活動は，家族を巻き込みながら，次
第にＡの生活や国際交流活動に対する考え方も変え，

「国際交流はこうあるべき」という思い込みから脱却
する。
　Ａは，所属団体DがイベントＣに参加していること
から，イベントＣに参加することになった。その後，
所属団体Dの支部長となったことで，イベントＣの実
行委員となった。実行委員の仕事の必要性は認識し，
イベントＣでの自身の所属団体の活動に意義を見出し
つつも，イベントＣに対しては義務感が強く，元の一
参加者に戻りたいという希望を持っている。

４．１．２．Ａの理論記述

　ストーリー・ラインから以下の理論記述をまとめ
た。下線の言葉は，「テーマ・構成概念」である。
１）国際交流活動参加のきっかけ
　言葉ができなければ通じ合えないという思い込みに
起因する外国人への畏怖を抱いている人でも，交流に
は言語が必須という思い込みを壊す体験が国際交流に
一歩踏み出すきっかけになり得る。

２）国際交流が参加者に与える影響
　国際交流活動に参加すると，外国人に対する心理的
な変化や外国語の中での英語の相対化とともに相手を
尊重する手段としての相手の母語の使用の大切さに気
づき，国際交流活動時に外国語が完璧に話せなくても
いいという認識の転換が起きることがある。
３）国際交流を継続させる原動力
　相手の喜びを感じることによる自身の喜びが活動継
続への動機づけとなる。それがライフワークへの昇格
に繋がることもある。
４）イベントＣとの関わり
　団体の責任者としての受動的な実行委員就任からく
る義務感により，一般参加者と同じ目線で関わりたい
気持ちと国際交流の当事者の立場への回帰願望を抱く
場合がある。

４．２．Ｂの分析

４．２．１．Ｂのストーリー・ライン

　Ｂのストーリー・ラインを表４にまとめた。表３と
同様に，下線部の言葉は，「テーマ・構成概念」であ
る。
　Ｂの国際交流活動に携わるきっかけは，大学時代の
ヨーロッパ旅行先での，他者から受けた拒絶やそれと
は逆の友好的な態度で接してもらえた体験である。特

表４ B のストーリー・ライン 

  

B が，現在の活動の基盤となる考えを持つようになったきっかけは，⼤学時代に偶然参加したヨーロ
ッパ旅⾏だという。当初，旅⾏先のヨーロッパの⼈々に対する虚勢を張っていた B は，外国で拒絶され
たことによる不安感を持った。この不安の中で外国⼈に助けられた経験は，初めての海外で受けた親切
で温かいもてなしとそれに対する感激と，異なる⽂化を持つ他者への親近感をもたらし，実体験から⾒
識を広めるという⽅法の重要性を強く認識させた。同時に異なる⽂化を持つ他者と友好関係を築くこと
の重要性を感じたという。⾃⾝の体験から，実際に⾒ることで世界を知ってほしいという⾃⾝の⼦供へ
の願いや⾃⾝の⼦供の国際感覚育成への期待を持つようになった。 

B の所属団体とその活動を聞いたところ，友好都市間の市⺠レベルの交流を促進する団体で，交流相
⼿の資⾦確保のための販売⽤物資の送付，市⺠受け⼊れなどの所属団体の活動について話してくれた。
この団体を⽴ち上げたきっかけは，友好都市に派遣されるグループのメンバーに選ばれたことだという。
友好都市に派遣され，そこで⾒た強く印象に残った交流相⼿の国際交流への取り組みと，相⼿に対して
感じた感銘が団体創設の経緯につながった。 
 B の所属団体の創設前のイベント C での役割は，参加する同僚のサポート役にすぎなかったが，団体
⽴ち上げ後はイベント C の実⾏委員になっている。その当時は，市主体の活動形態であり，実⾏委員へ
の軽微な負担は不⼗分なイベントへの関わり⽅も許容していた。しかし，現在，B は実⾏委員主体になっ
たことによる負担増加を実感している。 

B は，⾼齢化という国際交流団体の問題と若者に所属団体の活動を引き継いで⾏かねばならないとい
う課題を語り，それが解決できないのは，現在の⾃分の興味や利益を優先する⾵潮に原因があるのでは
ないかと語った。 

表４　Ｂのストーリー・ライン

繋がった。

4444



に，強い拒絶を味わった後に受けた親切は，Ｂの価値
観を大きく変えた。その経験によって，Ｂは，実体験
から見識を広めるという方法の有効性を認識し，友好
関係を築くことの重要性を強く感じた。その後，Ｂ
は，自身の子供に対して実際に見ることで世界を知っ
てほしいという強い願いを持つようになる。
　Ｂの国際交流への関わり方は，当初，外国人の同僚
のサポート役に過ぎなかったが，友好都市Ｅへ派遣さ
れたことで，Ｂの行動の指針が決まる。Ｂは友好都市
Ｅで体験した国際交流の方法を自身の居住するＣ市で
行いたいと考え，国際交流団体Ｅを立ち上げ，現在の
活動に至っている。Ｂは自身の活動だけでなく，多く
の国際交流団体の今後について考え，案じるようにも
なった。
　Ｂは国際交流団体Ｅを立ち上げてから，イベントＣ
の実行委員となった。実行委員の在り方が変化する中
で，最近の実行委員の仕事には負担を感じている。

４．２．２．Ｂの理論記述

　ストーリー・ラインから，以下の理論記述をまとめ
た。下線の言葉は，「テーマ・構成概念」である。
１）国際交流活動参加のきっかけ
　外国で拒絶されたことによる不安感と不安の中で外
国人に助けられた経験が国際交流に興味を持つきっか
けとなることがある。
　初めての海外で受けた親切で温かいもてなしとそれ
に対する感激，異なる文化を持つ他者への親近感は，
実体験から見識を広めるという方法の有効性に気付か
せ，異なる文化を持つ他者と友好関係を築くことの重
要性への認識をもたらす場合がある。
２）国際交流活動への原動力
　海外で他者から受けた拒絶や親切などの体験は実際
に見ることで世界を知ってほしいという自身の子供へ
の願いや自身の子供の国際感覚育成への期待に繋がり
得る。

　他国で目にし，強く印象に残った交流相手の国際交
流への取り組みや相手に対して感じた感銘が団体創設
の経緯に繋がることがある。　
３）イベントＣとの関わり
　地方自治体の国際交流イベントの実行委員は，運営
が実行委員主体になったことによる負担増加に悩み，
かつての市主体の活動形態での実行委員の軽微な負担
を望ましく思う場合がある。
４）地方の国際交流団体の現状
　地方の国際交流団体は，高齢化という国際交流団体
の問題と若者に所属団体の活動を引き継いでいかねば
ならないという課題を抱えている。

５．考察

５．１．インタビューの分析

１）国際交流に踏み出すことになったきっかけ
　Ａの国際交流活動参加へのきっかけは，言葉が違う
ために交流ができないのではないかという不安，恐怖
を「躊躇していた原因の反証となる体験」によって，
乗り越えた例と言える（表５参照）。
　そして，今回の「反証となる体験」は，「自身の子
供の交流体験」であった。このように，自身の子供，
家族，身近な存在の体験は，「言葉の壁」，「心の壁」
を乗り越え，国際交流に参加するきっかけとなる可能
性があると言える。
　一方，Ｂの場合は，国際交流を始めるきっかけが

「旅行での体験」という個人的な経験であった。Ｂは，
海外で言葉が分からないだけではなく，日本人である
ことで相手に拒絶されるという体験をした。そこに
は，「言葉の壁」，「心の壁」があり，Ｂは大きな不安
の中にいた。その中で日本留学の経験者に出会い，助
けられ，親交を結ぶという体験をした。この体験はＢ
に強い印象を残すとともに，「実体験から見識を広め
るという方法の有効性に気づかせ，友好関係を築くこ

表５　Ａのインタビュー・テクスト①
 

表 5  A のインタビュー・テクスト① 

それまでは外国の⼈〔を〕，何かこう，避けるというか，そんな感じだったんだけど，でも⼦供〔が〕，
「保育園にドイツの⼈が遊びに来た」って〔⾔って〕帰ってきて，「ドイツ語なんか聞いたこともないのに
遊べるの」って⾔ったら，「えー普通に遊んだよ」とかって⾔うから，で，その後，私，「怖くなかった？」
って聞いたんです，本当にね。外国の⼈〔は〕いいですって，でもなんか憧れはあった。ずっと，なんか
外国に対する憧れはずっとあったんだけど，実際に⽬の前に来られたらちょっと困るよなーっていう思い
だったのに⼦供達は何か⾔葉もわからんけど，なんか楽しく遊んで帰ってきたっていうのを聞いて，へ〜
て思って。 

※ 〔 〕内は筆者による（以下のテクスト引用時も同様）。 
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との重要性への認識」を与えた。そして，これがＢの
信念とも言えるものになり，Ｂが国際交流活動へ向か
うきっかけとなった（表６参照）。
　Ｂが国際交流に目を向け，活動を始めようと考えた
きっかけは，このヨーロッパでの体験であるが，この
体験は，家庭を持った後，自身の子供に対して「実際
に見ることで世界を知ってほしいという自身の子供へ
の願いや自身の子供の国際感覚育成への期待」を持つ
ことに繋がり，それは，Ｅ市での体験とともにＢの交
流活動継続の原動力にもなっている。
　このようにＡもＢも共に家族あるいは他者との関わ
りの中で，異文化に対する不安が打ち消された経験を
持つ。この経験は，ＡとＢ，それぞれの異文化に対す
る態度に大きく影響し，共に価値観の変化をもたら
し，その後の行動も変化させている。
２）国際交流活動の継続を促す要因
　Ａの国際交流活動を継続させる原動力になっている
ものは，「相手の喜びを感じることによる自身の喜び」
であった。
　Ａのインタビューでは，交流相手とのふれあいの中
で，相手との心理的距離が縮まり，「相手の喜び」が
活動継続の糧となり，当初は交流が本当にできるのか
と疑いつつ参加していた国際交流活動がライフワーク
に昇格するに至るまでの経緯が語られている。その過
程で，国際交流活動の一部が日常生活の中に組み込ま
れ，家族をも巻き込みつつ，Ａ自身の生活スタイルに
も変化をもたらした（表７参照）。
　Ｂの場合は，国際交流を始めるきっかけとなった
ヨーロッパでの出来事がＢのその後の行動を決定づけ
たと考えられる。Ｂは友好都市Ｅでの市民間交流を体
験し，国際交流団体を立ち上げた。それは友好都市Ｅ
で体験した「強く印象に残った交流相手の国際交流へ
の取り組みや相手に対して感じた感銘」から起こし
た行動であるが，その行動に至った発端は最初のヨー

ロッパでの体験であり，自身の子供に願った「世界を
知ること」，「国際感覚の育成」を，自身の居住してい
るＣ市で実現させたいという希望であったと思われ
る。Ｂの国際交流活動の原動力は，ヨーロッパの経験
から生まれたＢの信念と，自身の子供を含むＣ市市民
への期待であると思われる。
３）地域の国際交流イベントとの関わり
　Ａ，Ｂは共にイベントＣの実行委員をし，企画，運
営に関わっている。Ａはインタビュー時に実行委員長
をしており，Ｂはインタビューを行った翌月，年度が
替わった時点で新実行委員長に就任した。
　ＡはイベントＣが，地域の国際交流団体の活動発表
の場となり，また，国際交流活動に参加していない
人々に対して国際交流団体の存在をアピールできる重
要な場であると自覚しつつも，「団体の責任者として
の受動的な実行委員就任からくる義務感」の方を強く
感じている。その背景には，「同じ目線で関わりたい
気持ちと国際交流の当事者の立場への回帰願望」があ
るようだ。しかし，その中で，イベントＣを利用し，
国際交流活動に興味を持つ若者を中心に自身の所属す
る国際交流団体のアピールも怠っていない。
　Ｂは，現在のイベントＣに「実行委員主体になった
ことによる増加した負担」を感じており，以前の「市
主体の活動形態」を望んでいる。ＢはイベントＣの実
行委員をすることで，他の国際交流団体の内情を知
り，国際交流団体の高齢化という問題を指摘してい
る。
　両者とも，イベントＣについて，その存在意義を認
めているものの，実行委員として活動することに対し
ては，義務感，負担感を感じているようだ。ただし，
ＡはイベントＣを国際交流活動を広める場と考えて行
動し，ＢはＣ市全体の国際交流団体をまとめようと努
力しているという態度の違いがみられる。

表６　Ｂのインタビュー・テクスト
 

表 6 B のインタビュー・テクスト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

〔フランスで出会った日本留学経験者のもてなしが〕温かかったというか，なんていうのかな，あの

ー，外国の人っていうのも私にとっても珍しい，初めての海外だったし，あっこんな風に，あのなんて

いうのかな，たったこれだけの出会いで，こちらがお世話にしたわけじゃなくて，お世話してもらって，

さらにそうしてくれるっていうのがね，ああ，なんていうのかこう，近いっていうんか，世界ってね，

広いけど，近いって，人はやっぱり一緒なんだなっていうのを感じてね。（略）行ってみてわかったん

です。ほんとに親しくしてくれる人，あるいはやっぱ，拒否されてるなっていうのが，肌で感じたりし

て。だからね，なおさらベトナムの〔日本留学経験者の〕人がね，あんなふうに接してくれてね，すご

く助けられたし，あのやっぱり仲良くするって大事だし，日本を知ってもらいたいとも思ったんですよ

ね。 
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表７　Ａのインタビュー・テクスト②

 

表 7 A のインタビュー・テクスト② 

 
 あのー，話せるようになってからホームステイを受け⼊れするんじゃなくて，本当に全然喋れん⾔葉の

⼈でも，なんか受けてみたり，でも，ま，⼀応挨拶ぐらいは，あの，その当時はまだ CD じゃなくてテ
ープの時代だったんですけど，テープのこの辺にあるよみたいのを聞いて，なんか⼀⾔⾔ったらやっぱり
何かね，なんか⽬がキラキラとなって，顔がフニャフニャとなって，「わあ」と思ってなんか⼀⾔⾔った
だけで，「なぜ喋れるんですか」みたいな質問を多分されているんだろうなっていう，（略）⾊んな使えそ
うもない⾔葉と思っとったけどなんか使える⾔葉なのかなっていうのがあって，で，なんかね，やっぱり
この活動は続けて⾏こうかな，ライフワークだなって思ってます。 

５．２．国際交流活動への示唆　

　小島他（2015）８）は，「内向き志向」と「外向き志
向」の大学生，それぞれの国際交流に対する意識を比
較した。その結果，両者の知識や経験に差がないにも
かかわらず，「内向き志向」の学生は，留学生との文
化の違いや留学生と関わること自体に不安を感じると
ともに，自身の外国語力の不足を感じていることが分
かった。小島らは，国際交流活動において，「内向き」
な学生に対して不安を和らげる対策を取るべきだと指
摘している。しかし，今回の調査で，言葉ができなけ
れば通じ合えないという思い込みに起因する外国人へ
の畏怖を感じている者でも，交流には言語が必須とい
う思い込みを壊す体験が国際交流に一歩踏み出すきっ
かけ」になり得ることが分かった。国際交流活動の方
法，外国語能力の不足から国際交流を躊躇している者
を呼び込む方法として，大きく言葉に頼らない交流の
形式，例えば，参加者同士で同じ体験をするなどの何
らかの方法を考える必要があると考える。
　また，現在の異文化理解教育が知識偏重となってい
る場合が多く，「行動」や行動を起こすための「感情」
に結び付くような異文化理解教育が必要であるという
指摘５）にも，今回の調査結果は重要な示唆を与えて
いる。Ｂが言う「実体験から見識を広めるという方
法」は有効であり，「友好関係を築くことの重要性へ
の認識をもたらす」可能性があるのである。国際交流
において，単なる知識の紹介で終わらない，体験によ
る学びが，参加者の感情面に影響を及ぼす可能性があ
る。
　大きな国際交流イベントの企画や運営を行う実行委
員を地域住民が担当した場合，それが負担となった
り，義務感で引き受けることになったりと，自発的に
始めた国際交流活動との関わり方がゆがめられてしま
う可能性もある。役割分担には十分な配慮が必要であ
ると言える。
　地域の国際交流イベントには，その地域に存在する
国際交流団体が参加することが多い。ＡはイベントＣ

において，積極的に自身の団体の活動を宣伝し，訪れ
た人々に体験型のアクティビティを提供することで，
団体の活動や海外に対して興味を持たせることに成功
していた。イベントＣは，いわゆる３Fと呼ばれる活
動を行う，お祭り的なモノで，多くの参加者を集める
ことができる。Ａの団体のようにうまくその場を利用
できれば，イベントＣの参加者を日常的な国際交流活
動にいざなえる可能性がある。また，参加者を日常的
な国際交流活動に誘導することで，Ｂの懸念する国際
交流団体の高齢化問題の解消に繋がる可能性もある。

６．まとめ

　本研究は，国際交流活動を長年続けている地域住民
を調査対象とし，①国際交流活動に踏み出すことに
なったきっかけ，②国際交流活動の継続を促す要因，
③地域の国際交流イベントとの関わりについてインタ
ビュー調査を行った。その結果，以下のことが明らか
になった。
①�国際交流活動に踏み出すきっかけとなり得るもの

は，異文化を持つ者との実際の出会いである。
・�異文化を持つ相手に対し，畏怖の感情を持っている

者でも，自身の子供など自分にとって身近な存在を
介した出会いによって畏怖や不安が打ち消される。

・�異文化を持つ者からの拒絶や拒絶された中で受けた
親切を実際に経験することが，異文化に目を向ける
きっかけとなる。

②�国際交流活動を継続させるものは，自身の喜びや満
足感であるとともに，自身の周囲の人物，特に自身
の子供に対して自身と同じ体験をしてほしいという
期待である。

③�地域の国際交流イベントにおいては，実行委員な
ど，まとめ役を担う地域住民の負担増が原因で，地
域住民の自発的な活動が阻害される場合がある。

　以上のように，国際交流活動に踏み出し，国際交流
活動を継続する要因には，異文化を持つ者との出会い
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とともに自分の身近な存在，特に自身の子供の存在が
大きいようだ。国際交流においては，子供とともに，
または家族や近しい人と参加できるように参加形態を
工夫することで，国際交流が一過性のもので終わるこ
となく，また，高齢化に悩む国際交流団体の新陳代謝
に繋がるのではないだろうか。
　また，地域の国際交流イベントでは，まとめ役を担
う地域住民の負担が大きくなる場合がある。まとめ役
となる地域住民は，その地域の国際交流の核となって
いる可能性が高い。そういった地域住民の自発的な活
動が阻害されないよう，担当自治体による配慮が必要
である。

７．今後の課題

　今回，２名のインタビューから，いくつかの新しい
国際交流活動への枠組み構築への示唆を得た。しか
し，今回，明らかになった点は，あくまでも事例に過
ぎず，一般化できるわけではない。今後も調査を継続
し，事例の蓄積を行うことが必要である。
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